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ラー（Rinzler, Ann Carol）による『LEONARDO’S 
FOOT : How 10 toes, 52 bones, and 66 muscles 
SHAPED THE HUMAN WORLD』（2013）を概観
する。本著には、欧米社会における「あし」の概
念について詳細な議論がなされており、本研究の
重要課題である比較研究資料として貴重な参考文
献となる。
　第六章においては、日本人の「あし」と履物の
関係について論考する。「あし」には必需品であ
る履物だが、日本には独自の履物着脱の慣習があ
り、それは日本人の衛生観と密接に関係したもの
である。この履物の着脱には、それを専門とする
役職や作法、さらには着脱に関する慣用句・こと
わざ・昔話が存在するように、日本には履物の着
脱に関する独特の文化が存在している。それぞれ
を分析することによって、履物に投影された日本
の「あし文化」の多様性を探ることができる。
　終章においては、日本の「あし文化」について
包括的議論を展開する。ヒトの「からだ」を文化
の表象体という視座でみる日本人の「からだ」に
日本の「あし文化」に関する多角的研究
は、「あし」が多様な文化形成の立役者として働
いている。しかし、今日に至るまでその功績に十
分な光があてられることはなかった。その証拠に、
「手の日本人」や「手の国」と、四足の脚のうち
前方に位置していた前脚であった「手」の役割だ
けが大きく評価されている。日本人の「あし」に
対する消極的評価には根が深いものがあるにして
も、全く「あし」の功績が認められてこなかった
わけではない。実際に、日本人の「あし」のもつ
個々の文化性についての卓越する先行研究はあま
た存在する。ただ問題は、それらを「あし文化」
として総括的にとらえる視座が欠落していたこと
である。終章では本研究の総括と自己評価を論述
し、日本の「あし文化」再構築に向けた積極的提
言をもって全体を括る所存である。
